
研究内容： 合成燃料の船舶適応に関する研究

多くの船舶では低硫黄の A 重油や C 重油が使用されている．これらの燃料は，化石系燃料であり，製品寿命が長い

船舶において，現在航行している船舶のカーボンニュートラル化は必要不可欠である．そのため近年では，舶用機関の

代替燃料の研究が盛んに行われており，アンモニアや水素などの実証研究が行われようとしている．

一方で，アンモニアや水素を利用する場合，代替燃料の船舶までの供給方法や，船舶の燃料タンク，気体燃料に対

応した燃料噴射弁や配管，電子制御化等の改修が必須である．そのため，現在航行中や建造中の船舶の船舶に代替

燃料を利用する場合，大規模な改修が必須である．また，バイオマス系の Renewable Diesel 等の燃料では，SAF 等の

航空機での利用が考えられており，廃油が高騰している．そのため，船舶などの多量に燃料必要で尚且つ安価となる

運用に利用することは難しい．

そこで，新たな合成燃料利用の可能性を調査し，船舶からのカーボンニュートラル化の実現に貢献します．
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